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川
史
料
紹
介

水
準
か
ら
み
て
独
自
に
意
味
が
あ
る
も
の
と
も
考
え
、
こ
こ
に
ま
と
め
て
示

す
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
史
料
は
大
別
二
種
の
所
蔵
者
史
料
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。
一
つ
は
筆
者
の
所
蔵
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
入
手
後
二
○
年
を
超
え

る
。
神
戸
居
住
の
折
、
古
書
蕊
か
ら
ほ
と
ん
ど
タ
グ
同
然
の
値
で
他
の
史
料

と
共
に
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
タ
イ
プ
打
ち
カ
ー
ボ
ン
紙
二
七
ｏ
五
セ
ン

チ
×
一
九
・
五
セ
ン
チ
サ
イ
ズ
を
最
多
と
し
て
雑
多
な
形
態
・
用
紙
を
一
括

綴
り
込
ん
だ
両
面
厚
表
紙
付
き
の
綴
り
で
、
表
題
は
『
和
膠
適
正
価
格
二
関

ス
ル
書
類
』
付
陳
情
書
と
墨
書
さ
れ
、
左
隅
に
イ
ン
ク
で
「
和
膠
沿
革
概
要

綴
込
」
と
書
込
み
が
あ
る
。
史
料
中
に
注
記
の
な
い
も
の
は
こ
の
綴
か
ら
の

翻
刻
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
姫
路
市
福
井
大
森
家
の
文
書
で
あ
る
。
紹
介
史

料
を
見
ら
れ
れ
ば
わ
か
る
が
、
福
井
第
一
の
膠
工
場
を
も
ち
、
統
制
経
済
の

時
期
に
は
組
合
の
全
国
の
理
事
長
の
要
職
に
あ
っ
た
。
大
森
膠
化
製
所
そ
の

も
の
に
つ
い
て
は
姫
路
の
膠
工
業
と
あ
わ
せ
近
刊
の
『
姫
路
市
史
』
第
一
三

巻
近
現
代
史
料
篇
Ⅱ
に
紹
介
す
る
の
で
そ
れ
に
あ
た
ら
れ
た
い
。

ま
と
め
る
気
は
あ
り
な
が
ら
永
く
放
置
し
て
い
た
こ
の
史
料
を
取
り
出
し

て
み
る
気
に
な
っ
た
の
は
一
九
八
九
年
夏
大
森
家
の
文
書
を
開
け
、
ま
と
ま

っ
た
膠
関
係
史
料
を
得
た
こ
と
に
よ
る
。
有
体
に
い
え
ば
大
森
家
文
書
に
よ

っ
て
初
め
て
自
分
の
持
っ
て
い
る
史
料
の
研
究
的
位
置
づ
け
が
可
能
と
な

り
、
い
わ
ば
生
き
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
史
料
紹
介
に
つ
い
て
は
翻
刻
を
許

さ
れ
た
大
森
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
小
野
寺
逸
也
氏
と
姫
路
市
史
編

集
室
に
は
こ
の
間
ひ
と
か
た
な
ら
い
御
世
話
に
な
っ
た
。
大
森
文
書
も
姫
路

市
史
の
一
環
と
し
て
調
査
す
る
過
程
で
発
見
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
旨
を

明
記
し
て
謝
し
た
い
。
本
来
な
ら
ば
『
姫
路
市
史
』
と
し
て
発
表
し
た
か
つ

近
年
相
つ
い
で
刊
行
さ
れ
た
二
つ
の
新
し
い
通
史
、
す
な
わ
ち
部
落
解
放

研
究
所
編
『
部
落
解
放
史
』
全
三
巻
、
部
落
問
題
研
究
所
編
『
部
落
の
歴
史

と
解
放
運
動
』
全
二
巻
は
、
期
せ
ず
し
て
七
○
年
以
降
に
急
速
に
発
展
し
た

部
落
史
研
究
を
、
こ
の
時
点
で
平
易
に
ま
と
め
上
げ
た
と
い
う
研
究
史
上
の

意
義
を
担
っ
て
い
る
。

両
書
に
共
通
し
て
い
る
特
徴
の
一
つ
が
、
近
代
以
後
の
部
落
の
経
済
・
生

活
の
実
態
を
節
を
立
て
て
構
造
的
に
叙
述
し
よ
う
と
の
意
気
込
み
が
み
ら
れ

る
点
に
あ
る
。
わ
け
て
も
前
者
の
中
巻
で
は
相
当
の
紙
幅
を
費
し
て
叙
述
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
経
済
構
造
を
一
瞥
し
て
み
る
と
部
落

産
業
と
し
て
皮
革
を
始
め
と
し
て
靴
・
履
物
・
屠
畜
、
新
た
に
形
成
さ
れ
た

マ
ッ
チ
・
ブ
ラ
シ
・
模
造
真
珠
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
近
世
以
来
の
伝
統
的

に
か
わ

な
部
落
産
業
で
あ
り
、
む
し
ろ
近
代
以
後
に
大
き
く
発
展
し
て
い
く
膠
工
業

に
つ
い
て
は
両
書
は
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
ま
っ
た
く
ふ
れ
て
い
な
い
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
り
、
決
定
的
砿
は
こ
の
分
野
の
先
行
研
究

が
皆
無
と
い
っ
て
い
い
状
況
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
両
書
を
非
難

戦
時
統
制
下
の
和
膠
業

ｌ
和
膠
の
沿
革
と
技
術
的
概
要
Ｉ

Ｉ 

（
史
料
紹
介
１
）

和
膠
の
沿
革
と
技
術
的
概
要

一
膠
工
業
調
査
書

『
兵
庫
県
物
産
調
査
書
』
明
治
一
一
一
三
年

一
一
播
州
和
膠
沿
革
書
上
げ
播
磨
製
膠
工
業
組
合
昭
和
一
六
年

三
和
膠
工
業
の
概
要
全
国
和
膠
工
業
組
合
連
合
会
昭
和
一
六
年

四
和
膠
品
質
規
格
内
訳
全
国
和
膠
工
業
組
合
連
合
会
年
不
詳

五
く
製
造
工
程
図
ｒ

年
不
詳

た
の
で
あ
る
が
、
史
料
の
全
国
的
性
格
と
、
市
史
の
頁
数
の
限
定
も
あ
っ
て

断
念
す
る
こ
と
に
し
、
改
め
て
本
誌
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
形
で
ま
と
め
直

し
た
も
の
で
あ
る
。

想
い
起
し
て
み
れ
ば
近
代
和
膠
業
の
中
心
地
と
い
っ
て
よ
い
播
磨
に
住
ん

で
い
た
僕
は
膠
工
場
の
独
特
の
風
景
を
み
な
れ
て
育
っ
た
。
今
か
ら
一
○
年

以
上
も
以
前
に
生
前
の
阪
本
氏
を
訪
ね
て
奈
良
御
所
に
旅
し
た
時
、
そ
の
村

の
た
た
ず
ま
い
を
な
ん
と
な
く
見
な
れ
た
景
色
だ
と
ふ
と
想
い
な
が
ら
、
当

面
の
水
平
運
動
史
料
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
で
、
今
は
廃
業
さ
れ
て
い
る

そ
の
景
色
が
故
郷
の
膠
工
場
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
も
な
く
、

そ
の
ま
ま
記
憶
の
片
す
み
に
お
い
や
ら
れ
て
き
た
。
史
料
を
取
り
出
し
読
み

返
す
中
で
一
○
数
年
前
の
霜
枯
れ
の
御
所
柏
原
の
道
が
あ
ざ
や
か
に
よ
み
が

え
っ
て
き
た
。
膠
業
に
つ
い
て
記
録
を
ま
と
め
る
こ
と
は
僕
に
課
せ
ら
れ
た

天
の
課
題
な
の
だ
ろ
う
。
そ
う
思
っ
た
。

翻
刻
に
当
っ
て
の
凡
例
は
特
に
示
さ
な
か
っ
た
が
、
慣
用
に
従
っ
て
い

る
。
句
等
点
、
並
列
点
を
加
え
た
他
は
一
切
原
文
通
り
で
あ
り
、
省
略
も
行

な
っ
て
い
な
い
。
（
）
内
ル
ビ
に
編
者
が
便
宜
の
た
め
付
し
た
も
の
。

す
る
の
が
本
意
で
な
く
、
研
究
の
水
準
を
確
認
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で

わ
こ
う

数
回
に
わ
け
て
近
代
和
膠
ｌ
こ
う
い
う
の
は
洋
膠
や
ゼ
ラ
チ
ン
エ
業
と
区

別
す
る
た
め
で
あ
る
ｌ
産
業
の
全
体
を
示
す
史
料
を
中
心
に
紹
介
し
て
い

く
こ
と
に
し
た
い
。

右
の
点
が
史
料
紹
介
の
第
一
の
意
図
で
あ
る
が
、
第
二
の
、
紹
介
者
自
身

の
本
意
か
ら
す
れ
ば
こ
の
第
二
の
点
こ
そ
が
重
要
な
の
で
あ
る
が
、
戦
時
体

制
下
の
和
膠
業
者
の
動
向
を
統
制
経
済
と
の
か
ら
み
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
過
程
で
全
国
水
平
社
の
創
立
者
の
一
人
で
あ
り
、
自

身
和
膠
業
者
で
あ
っ
た
阪
本
清
一
郎
の
動
き
の
一
端
を
明
る
み
に
出
す
こ
と

に
あ
る
。
阪
本
の
こ
の
時
期
の
こ
の
側
面
の
動
き
は
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
知

ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
右
の
研
究
水
準
と
も
関
わ
り
、
和
膠
統
制

の
過
程
で
の
阪
本
の
言
動
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
膠
業
に
つ
い
て

お
そ
ら
く
白
紙
に
近
い
で
あ
ろ
う
読
者
に
、
膠
に
つ
い
て
の
初
歩
的
知
識
か

ら
技
術
・
流
通
・
統
制
の
お
お
よ
そ
の
し
く
み
を
前
も
っ
て
理
解
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
、
か
つ
そ
の
よ
う
な
史
料
の
紹
介
は
そ
れ
自
体
前
述
の
研
究

（
１
）
 

臼
井

寿
光

Ｉ Ｉ 
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三
職
工

職
工
総
計
百
人
内
日
雇
男
十
五
人
、
月
雇
男
三
十
人
、
賃
職
女

五
十
五
人
ニ
シ
テ
其
賃
金
ハ
左
ノ
如
シ

掻
賃
・
晒
類
・
大
上
・
京
上
・
色
好
・
相
上
、
以
上
一
箱
四
厘
、

一
一
一
千
本
一
箱
八
厘
ｊ

日
雇
男
一
人
（
十
二
時
間
）
弐
拾
銭
但
自
分
弁
当
、
月
雇
男
一
人

膠

揖
保
郡
旭
陽
村
ノ
内
福
井
村

第
壱
業
務

一
沿
革

今
ヲ
去
ル
百
七
十
余
年
前
始
メ
テ
開
業
以
来
、
製
造
家
三
・
四
戸

ノ
ミ
ナ
リ
シ
ヵ
、
明
治
十
年
頃
ヨ
リ
追
々
増
加
セ
シ
モ
、
同
十
五

・
六
年
頃
一
一
至
り
製
造
者
資
力
頓
二
衰
頽
シ
、
資
本
ヲ
失
上
諸
税

ス
ラ
納
期
二
滞
納
者
一
一
・
三
十
名
（
七
十
名
内
外
ノ
内
）
モ
生

シ
、
中
二
甚
タ
シ
キ
ハ
公
売
処
分
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
数
名
モ
ア
ル
カ

如
キ
有
様
一
一
テ
愈
々
衰
微
セ
シ
モ
、
其
後
同
二
十
年
頃
ヨ
リ
本
業

漸
ク
盛
二
趣
キ
、
益
々
進
歩
シ
テ
目
下
相
当
資
本
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ

殆
ン
ト
十
余
名
二
及
フ

ニ
営
業（
製
造
場
）
産
地
ハ
揖
保
郡
旭
陽
村
ノ
内
福
井
村
ニ
シ
テ
製
造
場

等
ノ
状
況
左
ノ
如
シ

（
マ
マ
）

製
造
場
及
織
工
数

毎
町
村
場
数
及
職
工
数

製
造
家
十
四
名

製
造
場
数
四
十
四

千
場
数
十
七

右
ノ
内
大
ナ
ル
モ
ノ
ハ
大
角
与
兵
衛
工
場
ニ
シ
テ
、
其
使
役
ス
ル

備
考
夏
秋
二
期
ハ
少
々
騰
貴
シ
冬
春
二
季
ハ
精
下
落
ス

同
廿
四
年

同
廿
五
年

同
廿
六
年

同
廿
七
年

明
治
廿
八
年

年
度

製
品
種
別
価
格
統
計

膠
工
業
調
査
書…１Ｗ､同；

県
内
務
部
『
兵
庫
県
物
産
調
査
書
』
明
治
一
一
一
三
年

晒酉
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

一
二
一
○
つ

酉
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

’二一一一一．

一一一、六．○

‐‐‐‐栓ＰＰ」

陰ｔ一一一，一一一一

無
類
晒

一
つ
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

一
，
四
三
Ｃ

一
つ
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

一
、
六
○
つ

九
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

九
四
つ

へ
ｓ
◎

九一一一つ

九
℃
Ｃ
Ｃ
Ｃ

もつ〈三

飛
三
千
本三
ｓ

一，一一一三．

三
○
つ

｜、四八三

四
三
つ

も
つ
一
つ釜臺|会臺

上
三
千
本

く
つ
ｇ

’
三
ｓ

セ
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

一二一一一一○

五
円
五
十
銭
但
自
分
弁
当
、
弐
円
五
拾
銭
食
料
ヲ
給
ス
ル
時

右
支
給
法
ハ
職
賃
及
上
日
雇
ハ
毎
十
日
又
月
雇
ハ
月
末
ノ
例
ナ
リ

職
エ
ノ
執
ル
職
業
ハ
釜
焚
（
十
三
人
）
、
千
人
（
十
九
人
）
、
費
放

シ
・
油
敷
・
荷
造
兼
用
（
十
三
人
）
、
掻
人
（
女
五
十
五
人
）

四
販
売

仕
向
先
ハ
大
阪
・
神
戸
・
高
松
等
ナ
リ

右
一
一
一
ｓ

・七〈Ｃ

三
、
六
．
◎

亡
六
◎

六二一一．◎

職
工
十
四
人
内
男
七
人
女
七
人
ナ
リ
、
同
人
ノ
所
持
ス
ル
エ
場
ハ

五
棟
、
此
建
坪
七
十
坪
（
内
桁
行
五
間
梁
行
二
間
一
棟
、
桁
行
四

間
梁
行
三
間
一
棟
、
桁
行
七
間
梁
行
一
一
間
一
棟
、
桁
行
八
間
梁
行

一
一
一
間
一
棟
、
桁
行
五
間
梁
行
一
一
間
一
棟
）
ア
リ
、
千
場
二
ケ
所
六

百
坪
ア
リ
、
同
人
ハ
凡
ソ
三
十
年
以
前
開
業
シ
、
以
来
引
続
キ
盛

大
一
一
製
造
ス
、
当
人
自
ラ
職
工
ヲ
管
理
セ
リ

製
品
種
類
晒
・
無
類
晒
・
飛
三
千
本
・
上
一
一
一
千
本
・
大
上
・
京

上
・
色
好
・
相
上

産
額
明
治
連
年
産
額
及
上
種
別
製
造
ノ
状
況
左
ノ
如
シ

連
年
産
額
総
計

九
○
○

明
治
十
七
年

同
十
八
年

同
十
九
年

同
二
十
年

同
廿
一
年

同
廿
二
年

同
廿
三
年

同
廿
四
年

同
廿
五
年

同
廿
六
年

同
廿
七
年

同
廿
八
年

年
度
一
産
額
一
代
価
一
製
造
家
数

大
上

一
。
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

｜
、
一
つ
つ

ち
、
窒
○

一二一一○

九
ｓ
Ｓ

芒一三

へ
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

こ
つ
三

九
、
一
○
○

へ一一ｓ

二三'三三'二

芒、一一○つ

六
三
つ

六
、
四
．
○

六
四
つ

こ、一一つ◎

風

三
、
六
四
○

六、七一一○

六二一一《Ｃ

一
つ
も
画
酉
Ｃ

ｌ
酉
、
四
○
つ

一一一一「三つＣ

一一三、ＣＣＣ

空
一
、
○
○
つ

四
七
、
一
三
○

四
七
、
一
三
○

二
一
、
三
ｓ

三
、
三
ｓ

ご
二
つ

難
萎二|菫薑

＝ 
、

ロヨ

＆ 

穴
く
つ

円

一「〈一一Ｃ

一一一、一〈Ｃ

六、三一一三

亡
、
四
四
四

一一一「六一一一つ

一一一一、七三つ

一一一一、ご二つ

一一一つ、一つ三

一一一四、一一元へ

一一九、六八六

六
〈
、
六
八
つ

三
〈
、
七
へ
三

六、一一壱○

三
三
つ

三
、
六
つ
○

三一一一三

右
一
一
一
ｓ

六
四
つ

０
１
牝
低
膣
似
い
」
時
出
離
‐
｜
」
」
』
は
足
弱

空
一
、
９
つ

国苣、一一三◎

一一一一一一一一

一一

一一.．￣●･九九ハハ七戸
一

一一
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備
考
使
用
向
ノ
概
略

晒
及
上
無
類
晒
ハ
燐
寸
・
絵
具
一
一
、
飛
三
千
本
ハ
燐
寸
・
絵
具
・
漆
器

一
一
、
大
上
ハ
燐
寸
・
絵
具
、
京
上
ハ
燐
寸
Ｑ
絵
具
・
漆
器
一
一
、
色
好
ハ
漆

器
、
相
上
ハ
漆
器
、
墨
二
主
二
用
１

代
金
ノ
取
引
ハ
大
阪
ハ
即
時
、
神
戸
・
高
松
ハ
凡
ソ
一
ケ
月
遅
し
、
仲
買

人
手
数
料
ハ
一
貫
二
付
金
参
銭
ノ
割
ト
ス
、
運
賃
ハ
汽
車
及
上
汽
船
ノ
運

送
店
二
托
シ
、
運
賃
大
阪
迄
十
二
貫
目
入
一
個
金
拾
銭
、
同
八
貫
目
入
金

八
銭
、
神
戸
迄
十
二
貢
目
入
金
六
銭
、
同
八
貫
目
入
金
四
銭
、
高
松
迄
十

一
一
貫
目
入
金
弐
拾
弐
銭
ヲ
要
ス
、
到
達
時
日
ハ
大
阪
三
日
神
戸
一
日
高
松

六
日
ヲ
費
ス

荷
造
ハ
総
テ
簿
莚
二
包
ミ
、
晒
類
八
貫
目
及
上
十
二
貫
目
入
ト
ス
、
費
用

ハ
八
貫
目
入
包
一
個
二
付
金
拾
八
銭
、
十
二
貫
目
入
包
一
個
二
付
金
拾
八

銭
ヲ
費
ス

五
製
造
ノ
損
益

明
治
二
十
八
年
度
晒
一
釜
一
一
付
収
支
細
別
左
ノ
如
シ

支
出

金
弐
拾
四
円
八
拾
七
銭
原
料

金
壱
円
弐
拾
銭

職
人
賃

液
卜
唱
へ
上
ヨ
リ
漸
次
汲
取
り
液
箱
二
入
し
、
其
残
り
粕
二
水
三

石
二
斗
ヲ
入
し
四
時
間
焚
キ
、
之
レ
ヲ
ニ
番
液
卜
唱
へ
汲
ミ
取

り
、
液
箱
二
入
し
置
キ
一
夜
ヲ
過
ク
レ
ハ
両
液
共
氷
結
ス
、
之
レ

ヲ
掻
金
ニ
テ
切
り
取
り
干
賛
上
一
一
並
へ
日
光
二
晒
ス
コ
ト
四
曰
間

一
一
シ
テ
仕
上
ケ
ト
ス
、
此
製
品
晒
十
八
貢
目
、
京
上
四
貫
目
、
相

上
四
貫
目
、
計
二
十
六
貫
目
ヲ
得

（
無
類
晒
）
製
造
一
一
べ
四
十
貫
目
ヲ
前
記
同
様
ノ
法
ヲ
以
テ
製
造

ス
、
此
得
ル
量
無
類
晒
十
七
貫
自
、
京
上
四
貫
目
、
相
上
三
貫

目
、
計
二
十
四
貫
目

（
飛
三
千
本
）
製
造
ニ
ベ
ニ
十
貫
目
ト
同
生
ニ
ベ
百
貫
目
ト
ヲ
前

同
様
ニ
シ
テ
曰
光
二
晒
ス
コ
ト
ニ
曰
、
此
製
品
飛
三
千
本
十
七
貢

目
、
上
三
千
本
七
貫
目
、
計
二
十
四
貫
目
ヲ
得

（
上
三
千
本
又
京
上
）
澳
太
利
亜
ニ
ベ
四
十
貫
目
ヲ
前
同
様
ニ
シ

テ
日
光
二
晒
ス
コ
ト
上
三
千
本
ハ
ニ
曰
、
京
上
ハ
ー
ー
ー
曰
、
此
製
品

上
三
千
Ⅱ
本
又
京
上
十
五
賃
目
、
相
上
五
貫
目
、
計
二
十
貫
目
又
黒

一
一
べ
四
十
賞
ヲ
前
同
様
ニ
ス
、
此
製
品
上
三
千
本
又
ハ
京
上
十
九

貫
目
へ
相
上
五
貫
目
ヲ
得

（
大
上
）
ハ
黒
ニ
ベ
ノ
生
百
五
貫
目
ヲ
前
同
様
一
一
シ
テ
日
光
二
晒

ス
コ
ト
三
曰
、
此
製
品
大
上
十
八
貫
目
京
上
三
貫
目
、
相
上
三
貫

自
、
計
二
十
四
貫
目
ヲ
得

（
相
上
及
色
好
）
粗
革
屑
四
十
貫
目
ヲ
前
同
様
一
一
シ
テ
晒
ス
コ
ト

三
曰
、
此
製
品
色
好
十
六
貫
巨
、
（
相
上
七
貫
目
、
計
二
十
三
貫
目

仕
向
地
名
一

口
叩

高神大

松戸阪

一
・
一
一
・
三
・
四
・
五
・
六
等
各
位

一
等

（
晒
類
）

三
等
（
上
三
千
本
及
大
上
）

；
，
‐
‐
０
０
１
Ｆ
！
‐
‐
“
、
‐
；
‐
、
。
；
。
ｌ

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
 

位
一
数
量
一
価
格

風

一一一六、九つＣ

一一一一、ＣＣＣ

一
「
六
つ
◎

円

三
セ
、
九
四
三

－
せ
、
八
三
○

一
「
九
九
○

金
六
拾
銭

薪
料

金
拾
銭

機
械
費

金
六
拾
銭

荷
造
費

金
五
拾
銭

運
送
費

金
弐
拾
銭

雑
費

計
金
弐
拾
八
円
七
拾
銭

収
入

金
弐
拾
九
円

製
品
価
格

差
引
金
九
拾
参
銭

純
益

第
弐
技
術

一
原
料

製
造
一
一
べ
本
邦
各
地
塵
（
柱
嘘
泉
．
）
一
駄
二
付
金
弐
拾
六
円

相
ニ
ベ
同

同
金
弐
拾
五
円

大
白
ニ
ベ
同

同
金
弐
拾
五
円

黒
一
一
べ
同

同
金
弐
拾
円

靱
革
屑
同

同
金
拾
八
円

澳
太
利
亜
ニ
ベ
澳
国
産
同

金
拾
六
円

支
那
ニ
ベ

支
那
産
同

金
拾
参
円

二
製
造
法

製
造
法
ノ
順
序
原
料
ハ
製
造
ニ
ベ
三
十
賃
目
、
相
ニ
ベ
五
貫

目
、
靱
革
屑
五
貫
目
以
上
、
計
四
十
貫
目
二
水
八
石
ヲ
合
シ
、
大

釜
ニ
テ
焚
ク
コ
ト
六
時
間
位
ス
レ
ハ
粘
液
ヲ
生
ス
、
之
レ
ヲ
一
番

ヲ
得（
製
造
時
期
）
毎
年
十
一
月
下
旬
ヨ
リ
翌
年
四
月
下
旬
迄
ト
ス

備
考
原
料
ノ
内
、
相
ニ
ベ
・
大
白
一
一
べ
・
製
造
ニ
ベ
ハ
略
同
種

類
ニ
シ
ー
ズ
何
レ
ヲ
用
ユ
ル
モ
大
差
ナ
シ
、
多
ク
白
又
ハ
薄
茶
色

ノ
透
明
質
ノ
晒
類
・
三
千
本
類
二
用
１
、
澳
太
利
亜
ニ
ベ
・
支
那

ニ
ベ
ハ
是
レ
又
同
種
類
ニ
シ
テ
価
格
ノ
高
低
ニ
ョ
リ
テ
製
品
二
多

少
ア
リ

製
造
器
具
左
ノ
如
シ

大
釜
（
口
経
三
尺
五
寸
以
上
四
尺
以
下
ヲ
用
１
）

絞
箱
（
深
二
尺
五
寸
長
五
尺
巾
三
尺
）

液
箱
（
深
二
寸
八
分
長
三
尺
巾
一
尺
二
寸
五
分
）

干
賞
（
巾
一
尺
五
寸
長
四
尺
五
寸
）

掻
金
刃
巾
（
晒
類
ハ
四
寸
、
三
千
本
類
ハ
一
寸
六
分
、
大
上
・
京

（
マ
マ
）

上
ハ
ニ
寸
五
分
、
色
好
・
相
上
ハ
一
寸
八
分

備
考

本
県
内
同
業
者
ノ
景
況
（
大
略
）

飾同同揖

磨保

郡
名
一
村
名
一
大
字

余誉石旭

部田海陽

福
井

塚
森

広
山
新

実
法
寺

製
造
家
数
Ｉ
 

ｌ
Ｐ
 

罰＝

産
額

二
｜
、
三
ｓ

右
Ｓ
◎

一一、○○○

三
、
Ｓ
Ｃ
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文
録
年
間
、
播
州
網
干
地
区
福
井
、
西
屋
某
外
一
・
二
ケ
所
、
嘉

永
年
間
四
郷
地
区
中
鈴
、
涌
水
某
、
明
治
廿
年
頃
余
部
地
区
実
法

寺
一
一
一
・
一
一
ヶ
所
住
宅
地
区
内
二
納
屋
ヲ
建
テ
エ
場
ト
ナ
シ
、
家

庭
工
業
ト
シ
テ
製
造
ヲ
創
メ
シ
モ
ノ
ナ
リ

当
時
製
造
ヲ
開
始
シ
タ
ル
目
的

揖
保
郡
松
原
・
沢
田
、
飾
磨
郡
高
木
・
上
鈴
・
中
鈴
部
落
ニ
ハ
姫

路
名
産
革
細
エ
ノ
原
料
ト
シ
テ
即
チ
韓
革
ヲ
往
古
ヨ
リ
製
造
セ
ル

（
ひ
よ
２

モ
ノ
ニ
シ
ー
ア
、
其
副
産
物
（
腰
）
及
革
細
エ
ノ
裁
屑
ヲ
原
料
二
利

用
シ
テ
家
庭
工
業
ト
シ
テ
極
小
規
模
ノ
製
造
ヲ
ナ
セ
リ

原
料
ノ
種
類

皮
革
製
造
ノ
副
産
物
腰
及
革
細
エ
ョ
リ
生
ズ
ル
裁
屑
ヲ
利
用

其
当
時
ノ
製
造
状
況
又
ハ
創
始
当
時
ノ
製
造
ノ
概
況
及
製
造
高

製
膠
釜
ハ
約
三
斗
容
積
位
ノ
モ
ノ
ヲ
使
用
シ
一
製
造
期
間
（
五
ケ

月
）
約
千
貫
匁
程
度

其
当
時
ノ
製
品
種
類
及
用
途

製
品
ハ
現
今
ノ
ー
一
等
品
程
度
ノ
三
千
本
・
大
上
ｄ
色
好
（
上
透
）

用
途仏
具
・
木
工
ノ
接
着
Ｖ
漆
器
下
塗
用
、
製
墨
用
、
絵
画
用
其
他

中
興
期
製
造
ノ
勃
興
シ
タ
ル
時
期
及
其
当
時
ノ
首
脳
者
創
業
当
時
ヨ

リ
増
加
シ
タ
ル
エ
場
状
況

製
造
ノ
勃
興
ハ
明
治
舟
年
頃
即
チ
日
清
戦
争
後
、
国
内
産
業
ノ
発

展
・
隆
盛
二
従
上
膠
ノ
需
用
モ
激
増
シ
、
揖
保
郡
福
井
一
一
八
ケ

ｏ
本
書
は
兵
庫
県
下
の
主
要
産
業
の
か
な
り
立
入
っ
た
概
要
を
製
品
ご
と
に

ま
と
め
刊
行
し
た
三
百
頁
を
越
す
報
告
書
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
膠
を
全
文

：
採
っ
た
。
す
で
に
『
姫
路
市
史
』
一
二
巻
に
紹
介
済
・
；

明加印同同同大
阪
市

河
内
国
織
鉾
血
糀
秤
“
吹
田

摂
津
国
南
新
家
・
淌
田

大
和
国
市
場

山
城
国
淀
（
会
社
）

紀
伊
国

東
京
市

合
計

地

本
邦
内
同
業
者
ノ
景
況
（
大
略
）

合石古南

花
田

四
郷

同西
神
吉

平
岡

玉
津

名

計上一

池色

辻上中高

鈴鈴木
製
造
家
数
一
産
額

一一四

三つ 一

一

一

＝四・＝戸 一一一四 四一一｜’ 

一一○、ＣＣＣ

四
つ
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

三
つ
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

－－Ｓ、ＣＣＣ

一
○
、
。
◎
○

一
六
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

一一。、ＣＣＣ

｜
へ
六
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

〈
、
○
○
○

一
「
三
○
つ

一
三
Ｓ

｜、’－．つ

四
、
三
つ
○

一一、ＣＣＣ

九一「一一つ◎

所
、
飾
磨
郡
余
部
二
六
ケ
所
、
四
郷
村
二
三
ケ
所
各
地
ト
モ
工
場

地
帯
ニ
エ
場
ヲ
新
設
シ
、
径
四
尺
ノ
釜
一
一
・
三
ケ
宛
ヲ
据
付
ヶ
、

業
務
梢
拡
張
シ
往
昔
ノ
家
庭
工
業
ハ
大
二
面
目
ヲ
一
新
シ
、
年
産

約
八
千
五
百
梱
余
ノ
生
産
ヲ
ナ
シ
、
漸
次
工
場
設
備
ヲ
改
〆
品
質

ノ
改
良
ヲ
図
リ
将
来
ノ
発
展
二
努
力
セ
リ
、
当
時
ノ
エ
場
数
十
七

工
場

製
造
ノ
勃
興
シ
タ
ル
事
情

日
清
・
日
露
戦
役
後
国
内
産
業
ノ
発
展
二
従
上
著
シ
ク
進
歩
発
展

セ
ル
膠
業
界
モ
、
第
一
次
欧
州
戦
争
中
各
種
産
業
ノ
隆
盛
卜
生
産

拡
充
ニ
ョ
リ
膠
ノ
需
用
モ
加
速
度
二
増
大
セ
ル
タ
メ
、
従
来
ノ
業

者
ハ
エ
場
ノ
拡
張
ヲ
ナ
シ
生
産
ヲ
増
加
シ
海
外
二
輸
出
ス
ル
等
益

々
好
調
二
発
展
セ
ル
タ
メ
、
揖
保
郡
・
飾
磨
郡
二
於
テ
製
造
家
頓

一
一
増
加
シ
、
大
正
八
年
頃
ニ
ハ
エ
場
数
七
十
六
工
場
二
及
ビ
、
年

産
額
五
万
五
千
梱
ノ
生
産
ヲ
ナ
シ
、
和
膠
ノ
生
産
ハ
全
国
第
一
位

ヲ
占
〆
播
州
膠
ノ
声
価
ヲ
拳
ゲ
タ
リ
、
大
正
九
年
ニ
ハ
同
業
組
合

ヲ
設
ヶ
、
品
質
ノ
改
良
統
一
ヲ
図
リ
将
来
ノ
発
展
ヲ
期
セ
リ

主
タ
ル
エ
場

（
福
井
）
田
寺
源
太
夫
・
大
森
槙
太
郎
（
石
海
）
森
表
弥
吉

（
余
部
）
松
本
文
五
郎
・
福
岡
亀
吉
（
四
郷
）
峰
松
富
蔵

其
当
時
ノ
製
品
種
類
及
用
途

種
類
晒
膠
・
飛
三
千
本
膠
・
極
三
千
本
膠
・
大
上
膠
・
京
上
膠

・
色
好
膠
（
上
透
）

和
膠
沿
革
其
他
調
査
書

和
膠
ノ
沿
革

我
邦
和
膠
製
造
ノ
沿
革
ハ
遺
憾
ナ
ガ
ラ
其
創
記
ヲ
詳
記
ス
ル
文
献

ナ
ク
モ
、
少
ク
ト
モ
奈
良
朝
時
代
ヨ
リ
製
造
セ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン

カ
、
用
明
天
皇
ノ
元
年
百
済
王
ハ
瓦
博
士
其
他
ノ
技
工
師
ヲ
貢
シ

タ
リ
ト
、
即
チ
其
後
甲
冑
ヲ
使
用
セ
ル
ハ
膠
ヲ
製
造
ス
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
甲
冑
ノ
革
部
二
漆
ヲ
塗
布
シ
ァ
ル
ハ
膠
ヲ
使
用
セ
ル
モ
ノ
ト

ス
、
漆
ハ
必
シ
モ
油
卜
膠
ヲ
混
和
セ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
ナ
リ
、
其
後
鎌

倉
時
代
二
至
り
甲
冑
ノ
使
用
盛
ト
ナ
リ
膠
製
造
モ
増
加
セ
リ
、
然

し
ド
モ
其
頃
ャ
膠
製
造
ノ
釜
ハ
容
量
三
斗
位
ノ
小
規
模
ナ
ル
モ
ノ

公
如
シ
、
降
而
天
正
年
間
豊
臣
秀
吉
朝
鮮
征
伐
ノ
帰
途
鮮
人
ノ
諸

工
人
ヲ
連
し
帰
リ
テ
技
工
発
達
シ
、
武
器
一
切
二
漆
ヲ
塗
布
シ
其

他
食
器
等
二
漆
ヲ
使
用
シ
墨
ノ
製
造
二
器
物
ノ
接
合
二
其
他
精
々

拡
張
シ
、
徳
川
時
代
二
至
リ
テ
漆
器
ノ
用
途
旺
盛
ニ
シ
テ
膠
ノ
用

途
大
二
拡
マ
リ
、
明
治
大
正
年
間
二
至
り
世
ノ
文
化
二
伴
上
燐
寸

ノ
製
造
ヲ
始
〆
、
研
磨
紙
布
、
ペ
ー
パ
、
合
板
接
着
、
織
物
、
漆

器
塗
料
、
軍
需
等
新
規
用
途
続
出
シ
テ
今
日
ノ
隆
盛
ヲ
極
メ
タ
リ

（
マ
マ
）

創
業
期
（
文
録
年
間
）

二
播
州
和
膠
沿
革
書
上
げ
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別
輸
入
数
量
及
価
格

八
和
膠
輸
出
状
況

七
品
種
別
販
売
価
格

八
原
料
ノ
概
要
説
明

全
国
和
膠
工
業
組
合
別
製
造
工
場
数
並
一
一
組
合
別
一
ケ
年
間
ノ
生

産
数
量
調
査
表
（
昭
和
十
五
年
三
月
現
在
）

用
途燐
寸
・
合
板
・
研
磨
紙
布
・
漆
器
・
製
墨
・
織
物
・
製
本
・
印
刷

・
製
紙
・
製
菓
・
木
工
・
金
属
用
・
軍
需
品
其
他

就
中
大
正
八
年
摂
播
ノ
野
一
一
於
テ
陸
軍
特
別
大
演
習
一
一
御
統
監
ノ

為
〆
大
正
天
皇
陛
下
武
庫
離
宮
二
行
幸
在
ラ
セ
ラ
レ
絵
ヒ
シ
御
翻

り
、
県
下
産
業
奨
励
ノ
為
〆
重
要
物
産
御
買
上
ノ
御
思
召
ニ
ョ
ル

宮
内
省
ノ
命
ニ
ョ
リ
大
森
氏
ノ
製
造
ニ
ョ
ル
上
飛
三
千
本
膠
ハ
御

買
上
ノ
光
栄
二
浴
シ
タ
リ

原
料
等
ノ
創
業
当
時
ト
ノ
変
化

創
業
当
時
文
録
年
間
ニ
ハ
二
・
一
一
一
ノ
業
者
ガ
甲
冑
用
革
屑
、
革
細

エ
ノ
裁
屑
及
皮
革
製
造
ノ
（
標
）
ヲ
使
用
ナ
リ
シ
モ
、
国
運
ノ
発

展
ト
共
一
一
膠
ノ
需
用
モ
頓
二
激
増
シ
、
従
テ
現
在
業
者
モ
当
組
合

員
八
十
八
工
場
二
及
ピ
、
其
内
一
工
場
一
一
釜
八
個
ヲ
据
付
ヶ
大
々

的
規
模
・
設
備
ヲ
有
ス
ル
エ
場
一
一
・
一
一
一
ア
リ
、
之
一
一
並
行
シ
テ
皮

革
製
造
ノ
躍
進
的
発
展
ニ
因
り
其
副
産
物
ハ
激
増
シ
、
亦
海
外
ノ

輸
入
原
料
モ
相
当
豊
富
一
一
輸
入
ア
リ
シ
タ
メ
、
昭
和
十
一
・
二
年

頃
ノ
製
造
状
況
ハ
播
磨
製
膠
業
者
ノ
生
産
数
ハ
優
一
一
六
万
一
一
・
一
一
一

千
梱
ヲ
生
産
ナ
シ
タ
リ

然
ル
ー
日
支
事
変
勃
発
ニ
ョ
リ
為
替
管
理
ノ
強
化
ニ
ョ
リ
海
外

ノ
輸
入
原
料
ハ
箸
シ
ク
激
減
シ
、
内
地
原
料
ノ
産
出
モ
勘
ナ
ク
、

昭
和
十
五
年
度
ノ
生
産
ハ
弐
万
梱
内
外
一
一
シ
テ
約
六
五
パ
ー
セ
ン

ト
ノ
減
産
ナ
リ

鵠
一

転
惨
一
詞

批
房
現

栄
書
屋
配
塵
一
上
些
宋
胴
四
△
曰

刊
膠
工
業
組
合
名
一
醗
雛
鮒
一
醐
恰
釧
酵
鮒
雛
一
橋

製
品
ノ
規
格

膠

曰

膠

ロ

四
一
三
、
つ
つ
つ

｜『

其
ノ
壱
目
次

一
全
国
和
膠
工
業
組
合
別
製
造

工
場
数
並
二
組
合
別
一
ヶ
年

間
ノ
生
産
数
量
調
査
表

二
製
品
ノ
規
格

三
和
膠
配
給
系
路
別
取
扱
比
率

表

四
製
品
ノ
概
要
説
明

五
和
膠
製
造
加
工
費
計
算
表

（
削
除
）

六
過
去
一
ヶ
年
間
二
於
ケ
ル
月

製
品
ノ
概
要
説
明

一
製
品
ノ
種
類

イ
晒
膠
（
燐
寸
晒
・
薄
晒
）

研
磨
布

燐
１
寸

軍
需

ペ
ー
パ
ー

ガ
ム
テ
ー
プ

製
紙

印
刷
ロ
ー
ラ
ー

輸
般
閂

製
墨

中
口
需
用

其
用

計

上
透
膠
｜
同

需
用
種
別

三
和
膠
工
業
の
概
要

。
昭
和
一
六
年
二
月
一
七
日
付
で
播
磨
膠
工
業
組
合
か
ら
商
工
省
化
学

局
有
機
課
鈴
木
技
手
宛
に
、
照
会
の
回
答
と
し
て
出
さ
れ
た
タ
イ
プ
打

ち
カ
ー
ボ
ン
紙
三
枚
の
も
の
で
あ
る
。

和
膠
適
正
価
格
申
請
附
属
書
類
其
ノ
壱
及
弐

全国和膠工辮組合連合会

和
膠
配
給
系
路
別
取
扱
比
率
表

消
費
数
量

俊

二｜、一一一三○

一一一、六○○

？
 

四
、
九
三
つ

一一一、六．○

一一一、ＣＣＣ

一一、ＣＣＣ

一
「
Ｃ
Ｃ
Ｃ

六
、
。
。
。

｜｜「一一一○○

八
、
三
三
つ

七六、一一三○

□iJi二jii1Uj
同

Ｉ 

其
ノ
弐
目
次

一
膠
ノ
沿
革

二
膠
製
造
ノ
エ
程

三
内
地
原
料
ノ
種
類
別
数
量

四
原
料
ノ
輸
入
先
及
種
類
別
数

量

五
和
膠
ノ
品
質
ト
洋
膠
ゼ
ラ
チ

ン
ト
ノ
比
較

六
製
品
ノ
概
要
説
明
（
削
除
）

七
和
膠
ノ
価
格
変
動
二
依
ル
使

用
物
品
一
一
対
ス
ル
影
響

同
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薬
品
代

機
械
器
具
償
却
費

賛
抽
及
機
械
油

雑
費

合
》

計

ホ
液
状
膠

製
品
ノ
用
途
別
消
費
数
量

イ
大
口
需
用

研
布

二
一
、
’
一
一
五
○
俵

燐
寸

一
二
、
六
○
○
俵

軍
需

ｏ
・

ペ
ー
パ
ー
四
、
九
五
○
俵

ガ
ム
テ
ー
プ
三
、
六
○
○
俵

製
紙

三
、
○
○
○
俵

高
級
印
刷
用
二
、
○
○
○
俵

ロ
ー
ラ
ー

輸
出

二
、
○
○
○
俵
（
イ
）

製
墨
用

六
、
○
○
○
俵
乾
謂
心
制
判
消
費
一
一
、
○
○
○
個

程
度
製
墨
組
合
ハ
四
、
○
○
○
俵
ヲ
希

ロ
中
口
需
用

望
ス

金
属
・
鍍
金
・
砿
山
・
硝
子
・
製
本
・
レ
ッ
テ
ル
商
標
・
機

業
・
漆
器
・
塗
下
駄
・
家
具
・
ベ
ニ
ヤ
板
等
一
一

一
二
、
○
○
○
俵

ハ
小
口
需
用

塗
物
修
繕
・
指
物
建
具
・
活
版
ロ
ー
ラ
ー
・
医
療
・
竹
細
工

・
唐
傘
ｄ
提
燈
・
仏
壇
・
染
紙
・
防
水
塗
料
・
下
駄
・
代
用

同
十
五
年
三
月
十
二
日

同
六
月
二
十
六
日

同
七
月
十
一
日

同
八
月
十
七
日

同同
九
月
十
五
日

同
十
月
一
日

同同
十
月
二
十
八
日

同

計

ノ、ロ

胎
時
Ｔ
Ｔ
ｍ
一
任
ｌ
Ｔ
－
－
ｎ
日
一
一
一
‐
Ｔ
円

過
去
一
ケ
年
間
二
於
ケ
ル
目
別
輸
入
数
量
及
価
格

細
物
膠
（
三
千
本
・
大
上
・
上
透
）

墨
膠
（
無
類
・
上
・
中
油
・
工
市
）

粉
末
膠

に
■ 

＝ 三
Ｃ

Ｅ
Ｃ
 

一一三

一一Ｃ

一六●迄一一

三
つ

芒
Ｃ

一一三

一一つ

一九●一一七漠倉漢小同漢同上小同上嘩中同漢倉漢小
ロ

ク問ノ1１川陽．間川
ロロロ海海支口□
１商商商商商商
ム．、

瞭店際会腰腰会Ｈ爵i事腰瞭店瞭店

島
貿
白

泰
国
産
癖

原
幽
門
ロ
エ
犀
曄

硫
酸
及
薬
品
代

諸
壊
械
二
ｏ
鐘
、
笑
一
五
銭
、
冷
却
箱
一

○
銭
、
千
場
棚
杭
一
五
銭
、
エ
場
家
屋
修

理
費
一
○
銭

竹
賓
拭
抽
大
上
一
五
銭

代
三
千
本
二
○
銭
、
機
械
油
一
○
銭

竹
筏
拭
ポ
ロ
其
ノ
他
小
物

一一一一・ｓ

一
三
・
ざ

一一ご●乞酉

一一一つ●四三

一一六●一一三

一一一一●’三

一一へ●六○

一一〈●六Ｃ

一一九●くつ

一一一一●一一六

ご
・
〈
夫
斤

九
矢
茜
斤

八
凸
豊
斤

三
・
一
ｓ
斤

九
・
芒
一
六
斤

亨
宅
一
斤

三
八
尭
斤

一
四
八
三
斤

〈
・
亮
一
一
一
斤

一
三
・
Ｃ
三
斤

一
実
・
－
毛
一
一
斤

電
燈
電
力
費

地
・
代

荷
造
縄
代

生
膠
乾
燥
運
搬
費

包
装
人
件
費

荷
造
包
装
莚
代

乾
燥
製
品
費
放
シ

竹
笹
油
拭
費

漉
工
費

生
膠
乾
燥
費

燃
料

原
料
洗
漉
費

釜
焚
人
件
費

職
工
数
十
二
名

右
之
通
り
計
算
侯
也

昭
和
十
五
年
十
一
月

東
京
市
向
島
区
吾
蠕
町
西
八
丁
目

種 皮
革
紙
・
黒
板
・
紙
器
・
人
形
・
菓
子
・
看
板
・
唐
木
細
工

・
玩
具
・
人
造
ゴ
ム
等
一
一
消
費
ス

和
膠
（
動
祉
本
）
製
造
加
工
費
（
十
一
一
貫
目
入
一
俵
一
一
付
）

目

金
鞭

一
八
ｓ
・
茜

一「空く六●一一一一

一一、一一一四一一●六四

一、三三三●一一一九

一一、三二一一●六つ

一一、つセハ●Ｃ一

一
、
六
芒
三
・
六
壱

四、一一一一一四●一一一一一

一「三三七●七一一一

四、六九一一一●六九

大上工費一重餅本

一

円●酉巨

●一一○

●
四
つ

●
四
つ

●
四
◎プミ四三一＝フペ

･二二●＝酉フ債

へ
七

六
セ 八
、
五
五
○
俵

円・
酉
ゼ

・
四
○

● 

・六つ

。◎ ●一一つ

へ亡ハ
ハ’一一四

一三

三つ四一一

六
つ淵
上
錫
歪

運
賃
記
嘩

竺
一
●
つ
つ

一一一一一一一●酉九

一一一一一一一●’一一一一

二
口
分

一
一
ｓ
・
雪

東
京
埼
玉
県
間
公
定
運
賃
ニ
依
り
算
定
ス

一
人
五
俵
日
給
二
・
五
○
円

一
ヶ
月
金
五
八
・
八
○
円
八
馬
力

一
ヶ
月
一
四
○
俵
仕
上
ゲ

ー
ヶ
月
使
用
キ
ロ
ー
ー
依
り
算
出
ス

一
ヶ
月
四
九
・
八
○
円
一
ヶ
年

六
○
○
俵
１
－
、
○
○
○
俵

年
算
量
一
一
依
り
算
出
ス

一
釜
四
俵
仕
込
二
付
一
人
三
・
五
○
円

給
料
ノ
四
分
ノ
ー
人
分

一
人
一
日
七
百
枚
拭
上
給
料
二
・
四
○
円

大
上
一
俵
分
二
○
○
枚
、
三
千
本
一
俵

三
○
○
枚

大
上
滴
上
一
人
一
俵

三
千
本
漉
上
一
人
半
一
俵

朝
夕
乾
替
雨
天
取
入
人
夫
賃
一
日
一
一

（型馴醗旧奎篭繩間人夫一人－）
大
上
○
・
三
人
、
一
一
一
千
本
○
・
四
人
、
日

給
二
・
二
○
円

一
釜
四
俵
仕
込
一
一
付
二
人
給
料

円
四
分
ノ
一
人
分

趣
三
八
円

一
俵
一
一
要
ス
ル
量
六
五
キ
ロ

七
三
●
三
つ

六三●六一一

一壱一一●つつ

壱一●一一一六

一一一．●四一一一

枚
二
○
銭

九
四
賃
一
一
一
百
匁
九
○
銭
六
俵
分

摘

俵
一
枚
七
分

大
橋
孫
一
工
場

一、〈七一一・芒四

一一、巨一へ・七一

一
「
三
七
三
・
九
六

一
、
七
三
三
●
七
九

一一、三二一一●六つ

一一、一三一一一●三一

一、七四一・一一九

四、四つ六●△一一

一
一
、
杢
九
・
売

国、〈一一一一一・一一一

一一九、ハニセ●二一

要

四
○
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一
一
製
墨
並
二
製
膠
ヲ
営
マ
シ
ム

其
ノ
流
ヲ
享
ケ
タ
ル
奈
良
ノ
鍋
屋
長
兵
衛
ノ
独
専
的
職
業
ト
セ
シ

モ
ノ
ガ
、
明
治
初
年
ノ
職
業
ノ
解
放
二
促
サ
レ
大
和
一
一
於
テ
一
一
・
三

ノ
者
二
依
ツ
テ
墨
用
膠
ノ
製
造
ヲ
新
一
一
創
業
ス
ル
ー
ー
至
ル

爾
来
膠
ノ
用
途
増
加
ス
ル
ニ
従
上
明
治
二
十
年
後
国
産
マ
ッ
チ
エ

業
ノ
創
業
二
刺
激
セ
ラ
レ
、
所
謂
和
膠
（
絵
具
膠
ト
称
乙
製
造
業

者
ノ
増
加
ヲ
見
ル
ー
ー
至
ル
、
然
ル
ー
外
国
産
膠
ノ
輸
入
モ
又
多
ク
大

正
初
年
時
代
二
於
テ
ハ
約
数
百
万
円
ノ
巨
額
一
一
及
プ

又
一
方
畜
産
皮
革
工
業
ノ
発
展
一
一
並
行
シ
テ
膠
工
業
ノ
進
出
ハ
遂

二
輸
入
ノ
洋
膠
ヲ
駆
遂
ス
ル
ニ
至
り
、
世
界
戦
争
閉
塞
後
一
一
於
テ

ハ
、
百
数
十
ノ
和
膠
工
場
ト
十
数
ノ
洋
膠
及
ゼ
ラ
チ
ン
エ
場
ト
ノ
勃

興
ヲ
見
ル
ー
至
り
、
今
次
支
那
事
変
直
前
二
於
テ
ハ
写
真
用
ゼ
ラ
チ

ン
ノ
輸
入
ノ
ミ
一
一
留
リ
、
一
躍
約
壱
百
万
貫
其
ノ
価
格
約
五
百
万
円

内
外
ノ
国
産
膠
（
和
膠
）
ノ
年
産
額
ヲ
見
些
一
及
プ

過
去
数
十
年
間
二
於
テ
我
ガ
国
産
業
カ
ヲ
高
揚
セ
シ
メ
、
年
額
幾

億
万
円
ノ
輸
出
商
品
ヲ
藷
ル
ー
一
至
レ
ル
ハ
、
実
一
一
国
産
膠
ノ
寄
与
セ

ル
モ
ノ
ニ
外
ナ
ラ
ヌ
ト
言
フ
モ
過
言
デ
ナ
イ

膠
ノ
製
造
工
程

一
原
料
ノ
撰
択

膠
ハ
各
々
其
用
途
二
依
テ
原
料
ノ
撰
択
モ
又
異
ナ
ル
、
強
カ
ナ
ル

粘
着
カ
ヲ
有
ス
ル
膠
ヲ
得
ン
ト
ス
ル
場
合
ハ
牛
・
鹿
等
ノ
所
謂
有

角
動
物
ノ
生
皮
屑
即
チ
非
あ
る
か
り
性
ノ
物
ヲ
操
ピ
、
普
通
一
般

ロ
昭
和
十
三
年
十
月
十
五
曰
公
定
価
格
設
定
後
二
於
ケ
ル
販
売
価
格

品
種
別
販
売
価
格

Ｈ
昭
和
十
三
年
四
月
ヨ
リ
同
年
九
月
一
一
至
ル
和
膠
販
売
価
格

原
料
ノ
概
要
説
明

一
原
料
ノ
種
類

膠
ノ
原
料
ハ
主
ト
シ
テ
皮
革
ヲ
製
造
ス
ル
エ
程
中
二
於
ケ
ル
副
産

物
ト
シ
テ
ノ
皮
屑
、
標
又
ハ
水
産
動
物
ノ
繊
維
素
中
ノ
膠
質
ヲ
含

有
ス
ル
物

例
へ
パ

イ
牛
・
鹿
・
馬
・
山
羊
其
ノ
他
無
角
動
物
中
ノ
繊
維
素

ロ
鯨
・
河
馬
・
水
牛
等
ノ
凡
ユ
ル
海
獣
又
ハ
魚
類
ノ
繊
維
素

同
十
四
年
一
月
ヨ
リ

同
十
五
年
十
月
マ
デ

昭
和
十
三
年
十
月

十
五
日
公
定
価
格

至自

月
肌
侃
種
別
一
晒
膠
訣
肚
蠣
膠
｜
京
上
膠
｜
上
透
膠
｜
墨
藤

Ｉ
１
１
 

曰
兀
｜
ロ

月
朏
侃
種
別
一
晒
膠
訣
杜
轆
屡
一
京
上
睡

九八七

月月月

’ 
〈｜〈酉

六一一 フ橇

三三円

こ
○

セ
ニ

ニ
セ 円

三
へ

円

三一一一

三
三

四
四 区画

三円 膠

へ
。

く
つ

周|篝
へ
酉

十
二
貫
入

壱
個
価
格

的
膠
ハ
主
ト
シ
テ
製
革
工
程
中
二
於
テ
生
ス
ル
牛
・
馬
・
豚
・
山

羊
等
ノ
腰
（
セ
ン
屑
）
所
謂
あ
る
か
り
性
（
石
灰
）
ヲ
有
ス
ル
物

及
水
産
動
物
ノ
繊
維
等
ヲ
用
ユ

ニ
原
料
ノ
処
理

原
料
ノ
性
質
即
チ
あ
る
か
り
性
ノ
有
無
二
依
テ
其
ノ
処
理
法
モ
又

自
ラ
異
ナ
ル
、
非
あ
る
か
り
性
ノ
生
皮
屑
ハ
多
ク
血
素
・
油
脂
・

臭
気
ヲ
含
ム
、
之
等
ノ
不
純
物
ヲ
除
去
ス
ル
為
二
少
ク
ト
モ
一
週

間
以
上
ノ
石
灰
乳
漬
ヲ
行
う
、
然
シ
乍
ラ
膜
ハ
慨
ネ
石
灰
即
チ
あ

る
か
り
性
ヲ
多
分
二
有
ス
ル
ガ
為
〆
酸
ヲ
以
テ
中
和
ヲ
行
ハ
シ
ム

第
二
工
程
ト
シ
テ
原
料
中
ノ
不
純
物
又
ハ
あ
る
か
り
性
ヲ
排
去
ス

ル
タ
メ
ニ
更
ラ
ニ
｜
昼
夜
乃
至
二
昼
夜
清
水
「
タ
ン
ク
」
一
一
浸
シ

充
分
原
料
ヲ
澄
張
セ
シ
メ
ル
ト
共
一
一
、
最
後
ノ
処
理
ヲ
行
フ
タ
メ

動
力
洗
潅
機
ヲ
用
１

三
抽
出
法

洗
漉
処
理
セ
ラ
レ
タ
ル
原
料
ヲ
適
当
ノ
水
ト
共
二
煮
沸
釜
二
入
し

〔
徐
）

直
火
又
ハ
蒸
気
ヲ
以
テ
或
ハ
急
激
二
或
ハ
除
々
二
煮
沸
シ
、
所
定

ノ
濃
度
（
普
通
三
○
％
）
ノ
液
二
室
ル
マ
デ
抽
出
溶
解
ス
ル
ヲ
俟

ツ
テ
液
ヲ
汲
出
ス
、
即
チ
最
初
ノ
液
ヲ
一
番
釜
卜
称
シ
、
更
ラ
ー
一

一
一
番
。
三
番
卜
適
当
ノ
水
ヲ
注
ギ
煮
沸
シ
テ
溶
解
ヲ
汲
出
ス
、
然

シ
乍
ラ
ぜ
り
１
強
度
ノ
高
キ
モ
ノ
ヲ
造
ラ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
低
熱

ヲ
以
テ
除
々
抽
出
溶
解
セ
シ
ム
ル
ガ
一
般
的
、
普
通
膠
ノ
製
造
ハ

沸
騰
熱
度
ヲ
以
テ
急
速
二
溶
解
抽
出
セ
シ
メ
ー
番
釜
ヨ
リ
漸
次
四

二
原
料
ノ
数
量

和
膠
業
者
ノ
ー
ケ
年
間
二
消
費
サ
レ
ル
数
量

ィ
印
度
産
牛
骨
筋
・
腰

七
六
、
○
○
○
貢
目
（
斬
四
七
五
．
⑩
川
却
逝
膠
質
含
有
量
妬
影

ロ
内
地
産
膜
皮
屑
其
ノ
他

一
四
六
七
、
二
○
○
貢
（
斬
九
一
七
却
辨
印
⑩
幻
斬
）
同
印
％

ハ
支
那
シ
ャ
ム
産
腰

五
○
○
７
○
○
○
賃
（
斬
一
一
一
一
二
玉
辨
川
仙
却
斬
）
同
妬
影

一
一
内
地
水
産
鯨
床
其
ノ
他

一
○
○
、
○
○
○
貢
（
斬
六
一
一
五
．
却
切
却
斬
）
同
別
％

合計一一一四一一一、一一○○貫自（斬一一一一一一一九凪》⑩記胡斬）
其
ノ
｜
｜

膠
ノ
沿
革

人
類
発
生
ト
皮
革
、
ソ
シ
テ
膠
ト
社
会
生
活
、
夫
ハ
余
リ
ー
ー
モ
古
イ

歴
史
デ
ァ
ル
、
鹿
ノ
肉
ヲ
火
山
ノ
火
二
焼
テ
食
上
、
其
ノ
皮
ヲ
衣
服

ト
シ
、
更
二
皮
屑
ヲ
煮
テ
膠
ヲ
造
り
、
物
ト
物
ト
ヲ
繋
ギ
合
ス
コ
ト

ヲ
覚
へ
初
メ
タ
ノ
ハ
、
遠
イ
古
ノ
事
デ
ア
ル
、
例
へ
（
古
代
美
術
、

或
ハ
武
具
ノ
類
ヲ
見
テ
如
何
二
当
時
膠
二
対
シ
テ
苦
心
セ
ラ
レ
タ
ル

ヵ
ハ
伺
上
得
ル

我
ガ
国
二
於
テ
膠
ヲ
造
ル
コ
ト
ヲ
ー
ッ
ノ
業
ト
ス
ル
ニ
至
ツ
タ
ノ

ハ
奈
良
朝
時
代
二
其
ノ
端
ヲ
発
シ
テ
居
ル
、
当
時
唐
墨
ト
共
一
一
阿
膠

（
支
那
膠
）
ノ
輸
入
一
一
習
上
墨
師
ノ
渡
来
ヲ
侯
ツ
テ
所
謂
五
色
ノ
民

Ｂ
‐
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番
釜
二
至
ル
マ
デ
順
序
二
汲
出
ス

四
抽
出
液
凝
結

抽
出
シ
タ
ル
一
定
ノ
濃
度
ノ
溶
解
液
ヲ
煮
釜
ヨ
リ
汲
出
シ
、
木
製

舟
箱
二
移
シ
約
三
十
時
間
ノ
冷
気
二
依
ツ
テ
凝
結
セ
シ
ム
ル

五
ぜ
り
－
ノ
切
断
ト
乾
燥

凝
結
シ
タ
ル
ぜ
り
－
ヲ
各
品
種
二
応
ジ
テ
異
ナ
ル
寸
法
一
一
刃
物
ヲ

以
テ
切
断
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
網
枠
又
ハ
竹
寶
ノ
上
一
一
並
べ
天
日
ヲ
以

テ
乾
燥
セ
シ
ム

乾
燥
時
間
ハ
其
ノ
時
季
ノ
気
温
卜
天
候
一
一
依
ツ
テ
一
定
セ
ザ
ル

モ
、
乾
燥
中
二
於
ケ
ル
曰
光
紫
外
線
ノ
膠
二
及
ボ
ス
作
用
ハ
実
一
一

膠
ノ
要
途
ノ
上
一
一
重
大
ナ
ル
影
響
ヲ
齋
ラ
ス
、
例
ヘ
パ
燐
寸
用
膠

ト
シ
テ
従
来
ノ
晒
膠
ノ
効
用
一
一
比
シ
テ
洋
膠
ノ
遙
二
劣
レ
ル
点

等
、
乾
燥
シ
タ
ル
膠
ハ
何
レ
モ
百
封
度
（
十
二
貫
匁
）
入
莚
包
ヲ

一
梱
シ
テ
供
給
ス
ル

附
生
産
二
要
ス
ル
エ
程
時
間
各
種
平
均

原
料
ノ
処
理

五
昼
夜

煮
沸
時
間

一
昼
夜
半

凝
結
時
間

一
昼
夜
半

切
断
時
間
一
昼
夜

乾
燥
時
間
五
昼
夜

庫
入
時
間

二
昼
夜

計
十
六
昼
夜
ヲ
要
ス

原
料
ノ
輸
入
先
及
種
類
別
数
量

膠
原
料
ハ
皮
革
工
業
又
ハ
畜
産
副
成
工
業
ノ
存
ス
ル
所
一
天
必
ズ
其

ノ
副
産
物
ト
シ
テ
産
出
サ
レ
、
質
二
依
り
皮
層
・
床
・
腰
獣
筋
卜
名

付
ケ
ラ
ル

｜
支
那
二
於
テ
ハ
中
支
ヲ
第
一
ト
シ
、
南
支
・
北
支
地
方
二
散
在
ス

ル
皮
革
工
場
ヨ
リ
産
ス
ル
モ
ノ
ヲ
各
主
要
地
二
集
貨
セ
ラ
レ
積
出

サ
ル
、
之
等
ノ
原
料
ハ
所
謂
支
那
腰
卜
称
ス
ル
多
分
ノ
石
灰
ヲ
含

有
ス
ル
不
良
ノ
モ
ノ
多
ク
、
総
テ
内
地
原
料
一
一
比
シ
何
レ
モ
価
格

ノ
低
廉
ナ
ル
コ
ト
ハ
普
通
デ
ア
ル

支
那
産
臘
四
○
○
、
○
○
○
貫
（
斬
二
五
○
℃
》
印
印
⑪
唾

一
一
シ
ャ
ム
・
マ
ニ
ラ
産
原
料
ト
シ
テ
水
牛
ヨ
リ
生
ズ
ル
モ
ノ
多
ク
支

那
標
二
比
シ
テ
遙
力
一
一
品
質
ハ
勝
レ
ル
モ
、
数
量
ノ
点
二
於
テ
支

那
産
ノ
約
五
分
ノ
｜
程
度
デ
ア
ル

シ
ヤ
ム
。
マ
ニ
ラ
産

一
○
○
、
○
○
○
貫
（
断
六
二
五
・
却
仙
却
斬
）

｜
一
一
印
度
地
方
ヨ
リ
輸
入
ス
ル
「
ポ
ン
シ
ニ
ュ
ウ
」
（
所
謂
獣
筋
）
ハ

世
界
ノ
代
表
的
畜
産
副
成
工
業
ヨ
リ
産
ス
ル
重
要
ナ
ル
ー
資
源
ナ

ル
モ
、
由
来
此
ノ
ポ
ン
シ
ニ
ュ
ウ
ハ
南
米
方
面
二
向
ケ
窒
素
肥
料

ト
シ
テ
輸
出
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
、
大
正
五
年
以
来
我
ガ
国
二
於
テ
膠

原
料
二
利
用
シ
、
事
変
以
前
二
於
テ
ハ
ー
ケ
年
約
三
千
屯
ヲ
輸
入

膠
原
料
用
革
屑

計

Ｓ
、
ｓ
○

一四六ゼ、一一○つ

妾＝
＝Ｓ 

ス
ル
ー
一
室
ル
、
夫
ハ
膠
原
料
ト
シ
テ
ハ
価
格
二
於
テ
他
ノ
総
テ
ノ

物
ヨ
リ
低
廉
ニ
シ
テ
且
シ
数
量
二
於
テ
多
ク
、
質
二
於
テ
又
適
当

デ
ア
ル印
度
産
牛
骨
筋
（
和
膠
二
消
費
ス
ル
モ
ノ
）

七
六
、
○
○
○
貫
目
研
四
七
五
．
⑩
川
皿
斬
）

和
膠
ノ
品
質
ト
洋
膠
ゼ
ラ
チ
ン
ト
ノ
比
較

所
謂
和
膠
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ハ
近
代
的
機
械
カ
ヲ
用
ヒ
ズ
シ
テ
、
多
ク

自
然
カ
ヲ
人
工
的
二
利
用
シ
、
古
キ
経
験
学
二
依
テ
生
産
ス
ル
モ
ノ

デ
ア
ル
、
従
ツ
テ
曰
光
熱
ヲ
以
テ
乾
燥
ス
ル
エ
程
中
二
受
ケ
ル
曰
光

紫
外
線
ノ
影
響
ハ
極
メ
テ
大
キ
ク
、
和
膠
ノ
性
能
ハ
使
用
ノ
上
二
初

メ
テ
現
ス
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
燐
寸
・
研
磨
布
・
漆
器
等

ノ
上
二
最
モ
ョ
ク
之
等
特
徴
ガ
同
上
得
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
、
更
一
一
ぜ
り

－
強
度
ノ
強
キ
コ
ト
ハ
云
フ
マ
デ
モ
ナ
イ
、
其
ノ
為
メ
ー
ー
ハ
今
日
一

ケ
年
二
於
テ
約
百
五
十
万
貢
ノ
和
膠
ヲ
要
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
見
テ
モ

如
何
二
和
膠
ノ
用
途
卜
特
質
ガ
甚
大
デ
ア
ル
カ
ヲ
理
解
出
来
ル

洋
膠
（
グ
ル
ウ
）
ハ
手
工
業
的
和
膠
生
産
ヲ
一
分
化
シ
タ
ル
近
代

的
機
械
産
業
二
依
テ
生
産
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
、
従
ツ
テ
原
料

ノ
処
理
ハ
勿
論
、
抽
出
溶
解
二
於
テ
モ
液
ノ
濃
度
ヲ
高
メ
ル
タ
メ
ニ

蒸
発
鍵
ヲ
用
ヒ
テ
長
時
間
ノ
熱
度
ヲ
与
ヘ
ル
、
更
ラ
ー
ー
ぜ
り
－
ノ
乾

燥
ハ
室
内
熱
風
乾
燥
ニ
ョ
ル
為
〆
、
其
ノ
エ
程
中
二
於
テ
尤
モ
膠
質

ノ
障
害
ト
ナ
ル
熱
度
二
依
テ
終
始
セ
ラ
ル
、
為
〆
一
一
、
熱
度
ノ
障
害

防
止
或
ハ
紫
外
線
二
代
ル
ベ
キ
有
機
作
用
ヲ
発
見
セ
ラ
レ
ザ
ル
今
日

附和
膠
ノ
製
造
ハ
前
述
ノ
如
ク
、
天
白
ト
人
エ
ヲ
以
テ
ス
ル
為
〆

一
一
、
春
秋
異
状
ナ
ル
湿
気
ヲ
帯
ピ
ク
ル
陽
気
二
遭
遇
ス
ル
時
ハ
、

乾
燥
中
ノ
「
ぜ
り
－
」
ヲ
腐
敗
セ
シ
メ
、
又
ハ
極
寒
一
一
遇
う
時
忽

チ
氷
結
シ
テ
其
ノ
損
失
実
二
多
ク
、
其
ノ
危
険
負
担
大
ナ
ル
モ
ノ

ア
リ
、
之
等
ノ
状
態
一
一
至
ラ
シ
メ
ル
コ
ト
ハ
、
｜
製
造
期
ヲ
通
ジ

テ
少
ク
ト
モ
前
後
五
・
六
回
ノ
損
失
ヲ
免
レ
ズ
、
其
ノ
損
害
ハ
作

業
二
応
ジ
テ
一
定
セ
ザ
ル
モ
｜
工
場
二
於
テ
相
当
ノ
負
担
ヲ
覚
悟

セ
ネ
パ
ナ
ラ
ヌ

牛
乾
腰

牛
中
腰

馬
乾
膜

豚
乾
膜

犬
・
山
羊
腰

下
乾
腰

牛
筋
其
他

骨
煮
汁

種
類
別

内
地
原
料
ノ
種
類
別
数
量

賃

三
○
つ
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

一一○○もつ○．

’
三
○
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

六
○
、
○
○
○

一
吉
、
ｓ
○

一一一九一「一一つ◎

四
．
も
つ
○
つ

金
、
ｓ
◎ 数

量

噸

一一二三

ゼ
三
○

三六一一

一一一一三

六
つ
◎

一四七一

一三つ

一一一一九
膠
質
五
○
％
二

圧
縮
シ
タ
モ
ノ

摘
要
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一
一
於
テ
ハ
、
和
膠
ノ
強
度
性
能
二
比
シ
テ
洋
膠
ノ
遙
一
一
劣
レ
ル
本
質

的
欠
点
ヲ
如
何
ト
モ
致
難
シ

和
膠
ノ
価
格
変
動
二
依
ル
使
用
物
品
一
一
対
ス
ル
影
響

膠
ノ
価
格
変
動
一
一
依
テ
其
ノ
需
用
者
製
産
ノ
上
一
一
及
ボ
ス
影
響
ハ

極
メ
テ
少
シ
卜
云
フ
コ
ト
ハ
、
膠
ヲ
使
用
ス
ル
場
合
何
レ
モ
其
ノ
物

ノ
現
量
ヲ
使
用
ス
ル
ノ
デ
ハ
ナ
ク
テ
、
少
ク
ト
モ
十
数
倍
又
ハ
数
十

倍
ノ
水
二
溶
解
シ
タ
ル
溶
液
ヲ
用
ユ
ル
ノ
ガ
普
通
デ
ァ
ル
、
例
へ
パ

ー
燐
寸
一
屯
（
小
箱
七
千
一
一
百
個
）
ヲ
製
造
ス
ル
ニ
、
膠
三
百
匁
ヲ

用
ユ
レ
パ
足
ル
、
即
チ
小
箱
一
個
一
一
対
ス
ル
膠
ノ
数
量
八
○
・
○

四
一
六
匁
ノ
極
メ
テ
僅
少
ナ
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
、
随
テ
目
下
申
請
中

ノ
晒
膠
ノ
単
価
八
十
四
円
ト
シ
テ
小
箱
一
個
（
市
価
一
銭
三
厘
）

円

ノ
燐
寸
二
及
ボ
ス
晒
膠
ノ
代
価
ハ
○
・
○
○
○
一
一
九
一
二
当
ル

ー
墨
膠
壱
貫
匁
ヲ
以
テ
小
型
壱
千
丁
ノ
墨
ヲ
生
産
シ
得
ル
、
即
チ
現

在
十
貫
匁
七
十
円
ノ
墨
膠
ハ
壱
丁
ノ
墨
一
一
対
シ
テ
○
・
七
銭
ノ
膠

代
金
ヲ
要
ス
ル
訳
デ
ア
ル

和
膠
輸
出
状
況

一
上
漉
膠

壱
号
品
弐
号
品
格
外
品

一
墨
膠

１
無
類
壱
号
品
弐
号
品

２
紅
油
壱
号
品
弐
号
品

３
工
市

一
晒
膠

一
号
品

色
沢

淡
飴
色
透
明
ニ
シ
テ
光
沢
ア
ル
モ
ノ

水
分
含
有
量
一
四
％
以
下

灰
分

六
％
以
下

ゼ
リ
ー
強
度
二
○
度
以
上

粘
度

六
○
度
以
上

形
状

幅
一
寸
五
分
長
八
寸
以
上

原
料

牛
中
ニ
ベ
上
ニ
ベ
ト
ス

ー
晒
膠

二
号
品

色
沢

飴
色
半
透
明
ニ
シ
テ
光
沢
ア
ル
モ
ノ

水
分
含
有
量
一
五
％
以
下

灰
分

七
％
以
下

ゼ
リ
ー
強
度
九
○
度
以
上

粘
度

五
○
度
以
上

形
状

幅
一
寸
五
分
長
八
寸
以
上

原
料

牛
中
ニ
ベ
上
ニ
ベ
ト
ス

｜
晒
膠

格
外
品

詫
和
汁
一
一
一
弊
性
朋

自
昭
和
十
一
年
十
一
月

至
同
十
二
年
十
月

同

年
次
一
品

晒
膠

三
千
本
膠

晒
膠 種一撒輯鮓臓一用途

一一「六つ◎ 俵

一一「〈。。

’、’’○。

離耐製
一
般
工

業
用

離
附
製

那印洲支那印

禽享牢志摩
洲支満洲支

輸
出
先
一
橋
要

（
マ
マ
）

色
沢

濃
飴
色
ニ
シ
テ
梢
透
明
光
沢
弱
キ
セ
ノ

水
分
含
有
量
一
六
％
以
下

灰
分

八
％
以
下

ゼ
リ
ー
強
度
七
○
度
以
上

粘
度

四
五
度
以
上

形
状

幅
一
寸
五
分
長
八
寸
以
上

原
料

牛
中
ニ
ベ
上
ニ
ベ
ト
ス

一
大
上
膠

一
号
品

色
沢

飴
色
精
透
明
ニ
シ
テ
光
沢
ア
ル
モ
ノ

水
分
含
有
量
一
四
％
以
下

灰
分

七
％
以
下

ゼ
リ
ー
強
度
六
五
度
以
上

粕
度

五
○
度
以
上

形
状

幅
五
分
長
八
寸
以
上

一
大
上
膠

弐
号
品

色
沢

褐
色
透
明
ニ
シ
テ
光
沢
弱
キ
モ
ノ

水
分
含
有
量
一
六
％
以
下

灰
分

八
％
以
下

ゼ
リ
ー
強
度
四
五
度
以
上

粘
度

四
五
度
以
上

形
状

幅
五
分
長
八
寸
以
上

一
大
上
膠

格
外
品

品
質
及
等
級

一
晒
膠

壱
号
品

一
大
上
膠

壱
号
品

一
三
千
本
膠
壱
号
品

同自
昭
和
十
三
年
十
一
月

至
同
十
四
年
十
月

同自
昭
和
十
四
年
十
一
月

至
同
十
五
年
十
月

同ｏ
目
次
に
は
通
し
番
号
が
あ
る
が
、
本
文
小
見
出
し
に
は
番
号
は
な
い
。

ま
た
目
次
に
（
省
略
）
と
あ
る
の
も
原
史
料
の
ま
ま
で
あ
り
、
史
料
は

全
文
を
翻
刻
し
て
あ
る
。

四
和
膠
品
質
規
格
内
訳

和
膠
規
格
表

全
国
和
膠
工
業
組
合
連
合
会

一 一
一
一
千
本
膠

晒
膠

三
千
本
膠

晒
膠

三
千
本
膠

弐弐弐
号号号
品品品

｜
、
○
三
○

’一、六三○

六
三
○

一、
〈つ

つ

一一○○

一
般
工

業
用

繊
耐
製

一
般
工

業
用

燐
寸
製

造
用

一
般
工

業
用

格
外
品

格
外
品

格
外
品

那豊耀洲襄轆洲嘉
.満．・満..
洲支満洲支 満
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灰
分

二
％
以
下

ゼ
リ
ー
強
度
三
○
度
以
上

粘
度

三
五
度
以
上

形
状

幅
三
分
長
七
寸

一
墨
膠

無
類
壱
号
品

色
沢
褐
色
透
明
ニ
シ
テ
光
沢
良
好
ナ
ル
モ
ノ

水
分
含
有
量
二
％
以
下

灰
分

四
％
以
下

ゼ
リ
ー
強
度
一
四
○
度
以
上

粘
度

六
○
度
以
上

形
状

幅
一
寸
，
長
六
寸
五
分
以
上
》

ア
ル
カ
リ
性
微
ヲ
呈
セ
ザ
ル
モ
ノ

｜
墨
膠

無
類
弐
号
品

色
沢

褐
色
透
明
一
一
シ
テ
光
沢
ア
ル
モ
ノ

水
分
含
有
量
一
三
％
以
下

灰
分
五
％
以
下

ゼ
リ
ー
強
度
一
三
○
度
以
上

粘
度

五
五
度
以
上

形
状

幅
一
寸
長
六
寸
五
分
以
上

ア
ル
カ
リ
性
極
ク
少
キ
モ
ノ

ー
墨
膠

紅
抽
壱
号
品

色
沢
Ｌ
濃
褐
色
ニ
シ
テ
半
透
明
精
光
沢
ア
ル
モ
ノ

色
沢

濃
褐
色
不
透
明
精
光
沢
ア
ル
モ
ノ

水
分
含
有
量
一
七
％
以
下

灰
分

九
％
以
下

ゼ
リ
ー
強
度
三
五
度
以
上

粘
度

四
○
度
以
上

形
状

幅
五
分
長
八
寸

三
千
本
膠
壱
号
品

色
沢

褐
色
梢
透
明
一
一
シ
テ
光
沢
ア
ル
モ
ノ

水
分
含
有
量
一
四
％
以
下

灰
分

七
％
以
下

ゼ
リ
ー
強
度
六
五
度
以
上

粘
度

五
○
度
以
上

形
状

一
分
五
厘
角
長
八
寸
以
上

三
千
本
膠
弐
号
品

色
沢

褐
色
梢
透
明
ニ
シ
テ
光
沢
弱
キ
モ
ノ

水
分
含
有
量
一
六
％
以
下

灰
分

八
％
以
下

ゼ
リ
ー
強
度
四
五
度
以
上

粘
度

四
五
度
以
上

形
状
一
分
五
厘
角
長
八
寸
以
上

三
千
本
膠
格
外
品

色
沢

濃
褐
色
ニ
シ
テ
不
透
明
精
光
沢
ア
ル
モ
ノ

水
分
含
有
量
一
五
％
以
下

灰
分

六
％
：
以
下
ト

ゼ
リ
ー
強
度
九
○
度
以
上

粘
度

五
○
度
以
上

形
状

幅
一
寸
長
六
寸
五
分
以
上

ア
ル
カ
リ
性
少
キ
モ
ノ

ー
墨
膠

紅
油
弐
号
品

色
沢

濃
褐
色
ニ
シ
テ
透
明
光
沢
ノ
劣
レ
ル
モ
ノ

水
分
含
有
量
一
六
％
以
下

灰
分

七
％
以
下

ゼ
リ
ー
強
度
八
○
度
以
上

粘
度

四
八
度
以
上

形
状

幅
一
寸
長
六
寸
五
分
以
上

ア
ル
カ
リ
性
少
キ
モ
ノ

ー
墨
膠

工
市

色
沢

黒
褐
色
ニ
シ
テ
不
透
明
光
沢
ア
ル
モ
ノ

水
分
含
有
量
一
七
％
以
下

灰
分

八
％
以
下

ゼ
リ
ー
強
度
六
五
度
以
上

粘
度

四
五
度
以
上

一
形
卍
状

幅
一
寸
長
サ
六
寸
五
分
以
上

テ
ル
カ
Ｕ
性
少
キ
モ
ノ

以
上

水
分
含
有
量
一
七
％
以
下

灰
分

九
％
以
下

ゼ
リ
ー
強
度
三
五
度
以
上

粘
度

四
○
度
以
上

形
状

一
分
五
厘
角
長
八
寸
以
上

一
上
漉
膠

壱
号
品

色
沢

黒
褐
色
不
透
明
ニ
シ
テ
光
沢
ア
ル
モ
ノ

水
分
含
有
量
一
六
％
以
下

灰
分

九
％
以
下

ゼ
リ
ー
強
度
三
○
度
以
上

粘
度

四
二
度
以
上

形
状

幅
三
分
長
七
寸

一
上
漉
膠

弐
号
品

色
沢

黒
褐
色
不
透
明
ニ
シ
テ
精
光
沢
ア
ル
モ
ノ

水
分
含
有
量
一
八
％
以
下

灰
分

一
○
％
以
下

ゼ
リ
ー
強
度
三
○
度
以
上

粕
度

四
○
度
以
上

形
状

幅
三
分
長
七
寸

一
上
漉
膠

格
外
品

色
沢

黒
褐
色
不
透
明
ニ
シ
テ
光
沢
ナ
キ
モ
ノ

水
分
含
有
量
一
二
％
以
下
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要
が
描
か
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
回
は
さ
ら
に
生
産
工
程
と

原
価
計
算
Ｑ
利
潤
・
数
量
等
の
立
入
っ
た
実
態
を
示
す
数
値
も
加
え

て
い
ろ
。

今
日
で
は
現
物
を
め
っ
た
に
見
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
接
着
の
主

流
が
ポ
ン
ド
類
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
な
じ
み

の
な
い
上
、
見
な
れ
な
い
用
語
や
独
特
の
名
称
が
頻
出
す
る
が
、
そ

れ
ら
の
内
容
は
翻
刻
し
た
史
料
の
中
で
解
説
ざ
れ
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ろ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
改
め
て
こ
こ
で
説
明
す
る
こ
と

は
せ
ず
、
第
一
回
の
史
料
か
ら
明
ら
か
に
し
う
る
特
徴
的
な
事
柄
だ

け
ふ
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
に
、
近
世
に
は
そ
れ
は
皮
革
業
の
行
な
わ
れ
て
い
た
皮
田
村

も
し
く
は
近
隣
の
皮
田
村
で
冬
期
の
農
閑
余
業
と
し
て
、
少
な
く
と

も
播
磨
で
は
各
地
で
小
規
模
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
農
閑
余
業
で
あ

る
か
ら
も
っ
と
広
が
っ
て
も
よ
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
実
際

に
は
予
想
す
る
ほ
ど
の
広
が
り
は
も
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
領
主
・

地
域
・
皮
田
村
内
で
の
反
対
・
抵
抗
が
強
い
職
種
の
一
つ
だ
っ
た
か

ら
で
あ
り
、
生
の
腰
（
一
二
）
や
製
品
革
の
け
ず
り
屑
な
ど
が
近
く

か
ら
入
手
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
い
く
ら
作
り
た
く
と
も
作
ら
れ

な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
生
膜
を
腐
敗
さ
せ
ず
に
膠
に
加
工
す
る

こ
と
は
技
術
的
に
は
容
易
で
も
、
現
実
に
準
備
が
手
軽
に
ど
こ
で
も

で
き
た
訳
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
領
主
や
地
域
が
忌

避
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
史
料
が
出
て
い
ろ
（
『
部
落
史
史
料
選

第
一
回
に
紹
介
し
た
も
の
は
膠
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
内
容
に
始

ま
っ
て
、
お
お
ま
か
な
歴
史
沿
革
を
ま
と
め
た
も
の
を
入
れ
た
。
二

つ
の
沿
革
を
読
み
較
べ
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
一
方
が
播
磨
、
他
方

が
奈
良
を
中
心
に
し
て
い
る
と
い
う
地
域
的
相
違
に
と
ど
ま
ら
ず
双

方
で
か
な
り
く
い
違
っ
て
い
る
。
ま
た
貧
し
い
私
の
知
見
を
も
っ
て

し
て
も
明
ら
か
に
間
違
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
沿
革
そ
れ
自
体
が

そ
の
ま
ま
歴
史
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
誤
解
の
な
い
よ
う
こ
の
旨

断
っ
て
お
く
。

さ
ら
に
そ
こ
か
ら
入
っ
て
膠
の
種
類
や
規
格
、
そ
の
よ
う
な
相
違

を
創
り
出
す
原
料
・
技
術
・
用
途
の
全
般
に
ふ
れ
た
史
料
を
入
れ
て

お
い
た
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
っ
て
近
代
和
膠
業
の
お
お
ま
か
な
慨

注
⑪
ゼ
リ
ー
強
度
と
は
五
○
グ
ラ
ム
の
膠
を
二
五
○
グ
ラ
ム
の
水
を
加
え

一
六
時
間
浸
漬
し
凝
固
し
た
る
液
に
一
定
形
状
の
鉄
を
載
せ
五
分
間

に
沈
没
す
る
深
さ
を
も
っ
て
等
級
を
決
め
る
。
一
般
に
リ
ポ
ッ
チ
試

験
器
に
よ
る
。

②
粘
度
は
水
一
四
○
に
膠
四
○
の
割
合
の
溶
液
を
粘
度
計
で
測
定
す

る
。

五
製
造
工
程
図

解
説

０
下
に
図
示
し
た
が
、
元
図
は
手
書
き
文
字
で
あ
る
。

集
』
第
二
巻
、
一
六
一
頁
以
下
）
。

第
二
に
、
膠
需
要
の
大
き
な
部
分
は
三
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
マ
ッ
チ
と
共
に
拡
大
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
も

の
も
含
め
大
半
は
近
代
産
業
に
用
い
ら
れ
て
い
ろ
。
こ
の
こ
と
は
近

世
で
の
需
要
が
限
ら
れ
た
（
墨
・
木
工
細
工
・
漆
品
）
小
さ
な
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
そ
の
意
味
で
膠
は
近
代
に
入
っ
て
産
業

的
自
立
を
し
た
の
で
あ
る
。
，
明
治
期
は
輸
入
が
輸
出
を
上
ま
わ
っ
て

お
り
、
マ
ッ
チ
産
業
の
盛
隆
に
国
内
生
産
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
近
世
か
ら
の
家
内
工
業
的
形
態
ゆ
え
の
立
遅
れ

も
あ
る
が
、
も
う
一
つ
は
原
料
の
絶
対
的
な
不
足
に
起
因
し
た
。
膠

が
輸
入
か
ら
輸
出
に
転
じ
る
の
は
軍
国
主
義
に
よ
る
領
土
・
植
民
地

の
拡
大
に
よ
る
原
料
供
給
が
潤
沢
化
し
た
こ
と
に
よ
る
。

第
三
に
、
マ
ッ
チ
の
後
に
膠
工
業
の
発
展
を
生
み
だ
し
た
の
は
軍

需
で
あ
っ
た
。
た
だ
そ
れ
は
軍
事
機
密
と
も
か
ら
ん
で
具
体
的
な
数

値
を
今
の
と
こ
ろ
得
な
い
の
で
明
言
は
し
が
た
い
の
で
あ
る
が
、
原

料
供
給
の
大
き
な
部
分
を
日
本
軍
国
主
義
に
負
っ
て
い
た
こ
と
か
ら

し
て
も
そ
れ
自
体
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
り
あ
え
ず
こ
れ
ら
の
点
を
指
摘
し
て
お
く
。

Ｏ
い
う
ま
で
も
な
く
作
業
模
式
図
で
あ
っ
て
現
実
の
工
場
を
示
し
た
も
の

で
は
な
い
。
１
１
７
ま
で
の
番
号
は
工
程
順
序
を
示
す
。

出
入
口

Ｅ二国二二二二二二二コ

に二国二匡国二二口

巨＝二二二国二匡匡。

川
全

全２ 馴呼先悠狼打
全

全１ 鰍科水樫本櫓
(蚕ZT爾碗、

２ 

|③|蝋人，

渡場及笹置場

５ 工場事務室
他
入
口
通路

●±▲－●＿ ●±▲－●＿ 


